




 

昭和52年秋に5種類の先天性代謝異常症を対象とする新生児マススクリーニングテストが

検査料公費負担の原則の下に実施されて以来,今年で丁度 10 年を経過したことになる。当

初,指定された 5 疾患とは,(1)フェニルケトン尿症,(2)メープルシロップ尿症,(3)ホモシ

スチン尿症,(4)ヒスチジン血症,(5)ガラクトース血症,であったがその後昭和 54年から先

天性甲状腺機能低下症(クレチン病),更に昭和 59 年度からは神経芽細胞腫に関するマスス

クリーニングが追加されて現行の形となったものである。 

 B 型肝炎母児感染防止に関するスクリーニングテストも原理の上では新生児すべてに対

するマススクリーニングとは言えないが母体についてのスクリーニングによってハイリス

クの新生児を選び出し,発症(またはキャリア化)を予防しようとする目的は正に「スクリー

ニングという手段に基く児の心身障害発生予防」そのものであり,昭和 60 年度から協同研

究を展開して大きな成果を挙げていることにも特に触れておきたい。 

 更に次なるスクリーニング種目として本研究班は 21－水酸化酵素欠損に基く先天性副

腎過形成(Congenital Adrenal Hyperplasia:CAH)を採り上げてその速やかな実施方を関係

各方面に要請している。実際に全国のスクリーニングセンターの内少くとも 4個所でパイ

ロットスタディが開始されているが,その詳細については本研究報告書の内容を調べて頂

ければ良いと思う。 


